
　
一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
５１
・

９
㌫
、
支
出
率
３２
・
５
㌫
で
、 

特

別
会
計
合
計
は
、
収
入
率
３２
・
１

㌫
、
支
出
率
３７
・
９
㌫
。
企
業
会

計
は
、
収
入
率
２９
・
１
㌫
、
支
出

率
３２
・
６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
支
出
で
は
、
建
設

事
業
の
工
事
費
や
委
託
料
が
、
事

業
完
了
後
に
支
出
さ
れ
る
の
で
、

上
半
期
の
支
出
率
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど

の
特
定
事
業
の
会
計
で
す
。
収
入

で
は
、
国
や
県
の
補
助
金
、
市
債

が
事
業
完
了
後
の
収
入
、
一
般
会

計
の
繰
入
金
が
年
度
末
の
収
入
の

た
め
、
収
入
率
は
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
、

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
、
診
療
所
を
運
営
す
る
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
事
業
の
五
つ
が
あ
り

ま
す
。
水
道
施
設
の
建
設
事
業
費

や
、
病
院
の
施
設
改
修
事
業
費
、

医
療
機
器
な
ど
の
建
設
事
業
費
な

ど
が
あ
り
、
一
般
会
計
と
同
じ
よ

う
に
支
出
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
市
債
の
状
況
を
表
４
に
、
基
金

の
状
況
を
表
５
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　
本
紙
１１
月
１
日
号
で
平
成
２５
年

度
末
の
市
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
本
年
度
上
半
期
で

は
、
２３
億
５
９
３
５
万
円
を
返
済

し
、
９
月
３０
日
現
在
の
借
入
残
高

は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企

業
会
計
ま
で
合
わ
せ
て
５
１
６
億

８
２
２
２
万
円
、
市
民
１
人
当
た

り
で
は
９７
万
２
１
１
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
９
月
３０
日
現
在
の
基
金

は
、
２７
億
５
０
６
３
万
円
の
財
政

調
整
基
金
、
３５
億
１
０
６
５
万
円

の
地
域
振
興
基
金
な
ど
一
般
会
計

分
に
積
み
立
て
る
基
金
で
１
６
２

億
７
３
７
３
万
円
で
し
た
。

　
他
に
運
用
す
る
基
金
と
し
て
、

公
共
事
業
用
地
の
先
行
取
得
を
行

う
土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資
金
を

貸
し
付
け
る
奨
学
資
金
貸
与
基
金

な
ど
が
あ
り
、
土
地
代
金
や
貸
付

金
を
含
め
、
運
用
基
金
総
額
は

１３
億
１
０
９
３
万
円
で
し
た
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業

会
計
ま
で
含
め
た
基
金
総
額
は
、

１
８
１
億
５
８
６
５
万
円
。
市
民

１
人
当
た
り
３４
万
１
５
５
３
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　
収
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

が
、
予
算
額
に
対
し
て
６０
・
０
㌫

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
や

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、市
債
は
、

年
度
末
に
納
入
さ
れ
る
予
定
で
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、
事

業
の
完
了
後
に
納
入
さ
れ
る
予
定

の
た
め
、
非
常
に
低
い
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
支

出
す
る
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金

を
返
済
す
る
お
金
）
は
、
支
出
率

も
順
調
で
す
が
、
衛
生
費
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
は
、
建
設
事

業
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
て
、
事

業
を
完
了
し
て
か
ら
の
支
出
が
多

く
な
る
た
め
、
支
出
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
民
生
費
は
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
繰
出

金
が
下
半
期
に
支
払
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
支
出
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、市
全
体
の
歳
入
、

歳
出
の
状
況
と
同
様
に
、収
入
率
、

支
出
率
と
も
例
年
通
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。 　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
一
層
、
市
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
で
は
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本

年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
の
執
行
と
地
方
債
、
基
金
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
（
内
線
３
５
２
）　

区分 現在高 市民１人当たり

一般会計 ３３９億１，４６３万円 ６３万７，９１３円

特別会計 １４２億９，０５７万円 ２６万８，７９６円

企業会計 ３４億７，７０２万円   ６万５，４０１円

市債総計 ５１６億８，２２２万円 ９７万２，１１０円

区分 現在高 市民１人当たり
積み立てる基金 １６６億３，４２２万円 ３１万２，８７９円

 一般会計の基金 １６２億７，３７３万円 ３０万６，０９９円
 特別会計の基金 ３億６，０４９万円 ６，７８０円

運用する基金 １３億１，０９３万円 ２万４，６５８円
企業会計の基金 ２億１，３５０万円 ４,０１６円
基金総計 １８１億５，８６５万円 ３４万１，５５３円

予
算
の
３４
％
が
支
出
済
み

本
年
度
上
半
期
　
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　
下
の
表
１「
補
正
予
算
の
状
況
」

の
よ
う
に
一
般
会
計
は
２８
億
３
２

５
０
万
円
（
繰
越
予
算
の
１４
億
６

１
７
４
万
円
含
む
）、
特
別
会
計

は
４
億
５
６
２
９
万
円
の
増
額
、

企
業
会
計
は
１
億
９
６
０
５
万
円

の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
額
で
は
、
一
般
会
計
が
２
９

２
億
９
２
５
０
万
円
、
特
別
会
計

は
合
計
で
１
６
１
億
９
９
４
９
万

円
、
企
業
会
計
は
７９
億
５
０
１
５

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
６

月
に
介
護
施
設
の
整
備
と
開
設
準

備
に
要
す
る
経
費
の
補
助
金
の
交

付
、
豚
流
行
性
下
痢
対
策
事
業
、

山
岡
町
の
道
路
災
害
復
旧
な
ど
に

１
億
０
９
９
６
万
円
を
計
上
。
９

月
に
水
痘
・
肺
炎
球
菌
の
予
防
接

種
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
所
時
間
延
長
事
業
、
恵
那
病
院

再
整
備
事
業
の
た
め
の
基
金
積

立
、
県
主
要
観
光
資
源
誘
客
強
化

事
業
の
活
用
事
業
な
ど
１２
億
６
０

８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特

別
会
計
で
前
年
度
精
算
に
よ
る
返

還
金
や
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
奥
戸
処
理
区
の
計
画
変
更
策

定
業
務
な
ど
の
増
額
補
正
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
企
業
会
計
で
は
、

病
院
事
業
会
計
で
市
立
恵
那
病
院

の
訪
問
看
護
を
開
始
す
る
経
費
の

増
額
と
、
再
整
備
事
業
の
事
業
費

と
工
期
の
見
直
し
を
行
い
、
本
年

度
分
の
工
事
を
減
額
す
る
補
正
を

し
ま
し
た
。

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ７０億５，０００ ４２億２，８４５ ６０.０㌫
地方譲与税 ２億７，７９０ ７，７７４ ２８.０㌫
利子割交付金 １，６４０ ４７３ ２８.８㌫
配当割交付金 ２，３９０ ７５８ ３１.７㌫
株式等譲渡所得割交付金 ５０ ０ ０.０㌫
地方消費税交付金 ６億４，９００ ３億３，８８４ ５２.２㌫
ゴルフ場利用税交付金 １億２，５３０ ４，８３４ ３８．６㌫
自動車取得税交付金 ３,２００ ３９７ １２.４㌫
地方特例交付金 ２，４００ ２，３９３ ９９.７㌫
地方交付税 ９２億６，４１６ ６８億１，４１１ ７３.６㌫
交通安全対策特別交付金 ６５０ ２７２ ４１．８㌫
分担金及び負担金 ３億１，２８２ １億０，９８２ ３５.１㌫
使用料及び手数料 ４億０，７０７ １億７，４９１ ４３．０㌫
国庫支出金 ２５億５，３８１ ７億９，９６４ ３１.３㌫
県支出金 ２０億４,７９９ ２億２，５８５ １１．０㌫
財産収入 １億１，３９５ ４，９９７ ４３．９㌫
寄付金 ５００ ２０８ ４１．６㌫
繰入金 ３億０，３４６ ０ ０.０㌫
繰越金 １７億９，２３５ １７億９，２３５ １００.０㌫
諸収入 ６億６，２１９ ２億４，３４３ ３６．８㌫
市債 ３６億２，４２０ ２億４，１５０ ６．７㌫
合計 ２９２億９，２５０１５１億８，９９６ ５１．９㌫

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億０,４９０ １億０，９８８５３.６㌫
総務費 ４２億４，１２６ １２億５，５３３２９．６㌫
民生費 ７３億７，３２２ ２４億５，２５４３３．３㌫
衛生費 ４７億５，８８９ ８億８，７８３１８．７㌫
労働費 ３，３８０ ３，２５０９６．１㌫
農林水産
業費 １３億６，４２０ ２億５,９９３１９．１㌫

商工費 ８億２，４２６ ２億５，５１４３１．０㌫
土木費 ２２億７，６３３ ４億６，９２４２０．６㌫
消防費 １０億０，９０７ ４億３,７３５４３．３㌫
教育費 ２９億６，５０２ １１億８,２８３３９．９㌫
公債費 ４０億５，４００ ２０億５，５１１５０．７㌫
予備費 ３，０００ ０ ０．０㌫
災害復旧
費 １億５，７５５ １億０，９９０６９．８㌫

合計 ２９２億９，２５０ ９５億０，７５８３２．５㌫

内訳 当初予算額 補正額 合計

一般会計 ２６４億６，０００万円 ２８億３，２５０万円 ２９２億９，２５０万円

特別会計 １５７億４，３２０万円 ４億５,６２９万円 １６１億９，９４９万円

企業会計 ８１億４，６２０万円 △１億９,６０５万円 ７９億５，０１５万円

合計 ５０３億４，９４０万円 ３０億９，２７４万円 ５３４億４,２１４万円

表１　補正予算の状況（９月３０日現在）

※補正額には昨年度からの繰越予算を含む。企業会計の予算額は支出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

市
税
の
収
入
率
は
６０
％

３０
億
９
千
万
円
を
増
額
補
正

一
般
会
計
５２
％
収
入
済
み

市
の
借
金
は
５
１
７
億
円

（万円）（万円）

※人口は９月３０日現在の５３,１６５人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります
0 50 100 150 200 250 300 350 0 50 100 150 200 250 300 350

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１６１億９,９４９

２９２億９,２５０

７７億１,７８７

１６１億９,９４９

２９２億９,２５０

７９億５,０１５

５２億０,３３４

１５１億８,９９６

２２億４,５５１

９５億０,７５８

６１億３,４３１

２５億８,９１１

収入率
５１．９％

収入率
３２．１％

収入率
２９．１％

支出率
３２．５％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
３７．９％

支出率
３２．６％

収入済
予算

（億円）（億円）

全体の収入率
４２．５％

全体の支出率
３４．１％

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

収入済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

一般
会計

特別
会計

企業
会計
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